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【６月定例会・議員定数条例】

６月定例会６月定例会６月定例会６月定例会６月定例会６月定例会６月定例会６月定例会６月定例会６月定例会
議員定数を２人減　１８人へ
約１２億円の増額補正　森田市長２期目へ期待
議員定数を２人減　１８人へ
約１２億円の増額補正　森田市長２期目へ期待

６月 12 日

13・16 日
17 日
18 日
19 日

20 日
23・24 日

27 日

〇開会
〇会期の決定
〇会議録署名議員の指名
〇議案等の上程
〇提案理由の説明
〇請願紹介議員の説明

（考案日）
〇一般質問（5 人）
○一般質問（5 人）
○一般質問（2 人）
〇議案等の質疑
〇議案等の委員会付託
◇常任委員会
◇常任委員会
〇議案等の審議
　（委員長報告
　　質疑・討論・採決）
〇追加議案等の上程
〇提案理由の説明
〇追加議案等の審議
　（質疑・討論・採決）
〇諸般の報告
〇閉会

会期日程

　

平
成
26
年
第
２
回
定
例
会

は
、
６
月
12
日
に
招
集
さ
れ
、

６
月
27
日
ま
で
の
16
日
間
の
会

期
日
程
で
開
会
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
市
長
か
ら
30
件
の

議
案
等
が
上
程
さ
れ
、
提
案
理

由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
請
願
書
３
件
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
案
は
、
市
長
再
選

後
初
の
定
例
会
と
い
う
こ
と

で
、
森
田
市
長
の
政
策
を
反
映

さ
せ
た
議
案
や
補
正
予
算
が
多

く
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
12
人
の
議
員

が
質
問
に
立
ち
、
市
長
の
２
期

目
を
問
う
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
案
件

ご
と
に
各
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
執
行
部
の
説
明
を
受
け

慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、
付
託
さ
れ
た
議

案
に
つ
い
て
各
常
任
委
員
長
か

ら
審
査
結
果
報
告
を
受
け
討

論
、
採
決
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た

請
願
書
３
件
を
採
択
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
人
事
案
件
３
件
、
意

見
書
案
３
件
、
発
議
案
１
件
が

追
加
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
同

意
、
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の

選
挙
が
行
わ
れ
、
定
例
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
で
、
議
員
定
数

を
２
人
削
減
す
る
条
例
案
を
上

程
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

 

朝
倉
市
の
議
員
定
数
は
、
平

成
18
年
の
合
併
時
に
「
朝
倉
市

の
議
会
の
議
員
の
定
数
に
関
す

る
協
議
書
」
に
よ
り
22
名
、
そ

の
後
、
平
成
22
年
６
月
議
会
で

「
朝
倉
市
議
会
議
員
定
数
条
例
」

を
制
定
し
、
20
名
に
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
合
併
後
８
年
が
経

過
し
、
朝
倉
市
の
人
口
も
合
併

当
初
の
約
６
万
人
か
ら
５
万
６

千
人
へ
と
減
少
し
、
市
職
員
数

も
合
併
当
初
の
５
７
２
人
か
ら

４
８
９
人
へ
と
大
幅
に
減
少
し

て
い
る
現
状
か
ら
、
市
議
会
も

議
員
定
数
を
再
度
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
、
全
議
員

で
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
を
削
減
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
市
民
の
声
が
市
政

に
届
き
に
く
く
な
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
や
、

議
員
人
件
費
の
削
減
等
に
よ
り

行
財
政
改
革
に
資
す
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
、
議
会

に
与
え
ら
れ
た
様

※

々
な
機
能
の

維
持
、
充
実
を
前
提
と
し
な
が

ら
も
、
時
代
の
変
化
や
社
会
環

境
の
変
化
を
的
確
に
反
映
し
た

議
員
定
数
に
改
め
る
必
要
が
あ

る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
議
員
自
ら
身
を

律
し
、
更
な
る
議
会
改
革
を
進

め
、
議
会
の
役
割
を
よ
り
充
実

し
、
全
う
し
て
い
く
決
意
か
ら
、

議
員
定
数
を
18
人
に
削
減
す
る

条
例
案
を
全
会
一
致
で
可
決

し
、
次
回
の
一
般
選
挙
か
ら
実

施
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

※
様
々
な
機
能
・
・
審
議
機
能
、

議
決
・
意
思
決
定
機
能
、
執
行

機
関
に
対
す
る
監
視
機
能
な
ど

議員発議により次期選挙から
議員定数20人を18人に

削減します

議会改革へ、たゆまぬ努力を
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６
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
５
件
と
請
願
１
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

☆�

市
役
所
本
庁
舎
の
施
設
整
備

事
業
に
合
併
特
例
債
が
活
用

可
能
に
な
る

 

「
甘
木
市
・
朝
倉
町
・
杷
木
町

新
市
建
設
計
画
」
の
一
部
を
変

更
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
合
併

特
例
債
を
起
こ
す
こ
と
の
で
き

る
終
期
を
「
平
成
27
年
」
か
ら

「
平
成
32
年
」
と
し
、
５
か
年

延
長
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
本
庁
舎
に
つ

い
て
「
建
設
を
検
討
し
ま
す
。」

の
文
言
を
「
施
設
の
整
備
を
行

い
ま
す
。」と
変
更
す
る
こ
と
で
、

市
役
所
本
庁
舎
の
施
設
整
備
事

業
に
対
し
、
合
併
特
例
債
が
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
期
間
の

延
長
は
も
と
よ
り
、
市
役
所
本

庁
舎
の
施
設
整
備
は
、
防
災
拠

点
施
設
と
し
て
の
機
能
の
面
か

ら
も
大
変
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、

合
併
特
例
債
は
、
実
質
、
市
の

負
担
割
合
が
１
／
３
と
な
る
な

ど
大
変
有
利
な
条
件
で
事
業
が

実
施
で
き
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
必
要
か
つ
効
果
的
な

財
源
措
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
員
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

☆
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金

　

を
増
額
し
ま
す

　

消
防
団
員
の
待
遇
改
善
を
図

る
た
め
、
消
防
団
員
退
職
報
償

金
を
概
ね
５
万
円
増
額
す
る
も

の
で
す
。
平
成
26
年
４
月
１
日

以
後
に
退
職
し
た
消
防
団
員
に

係
る
退
職
報
償
金
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
全
員
異
議
な
く

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

庁
舎
の
整
備
を
検
討

 
～
新
市
建
設
計
画
の
変
更
～

子
育
て
支
援

　
　
　

さ
ら
に
充
実
強
化

老
朽
化
し
た
空
き
家
の

 

危
険
か
ら
市
民
を
守
り
ま
す

　

６
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
７
件
と
請
願
１
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

☆
中
学
生
ま
で
入
院
費
用
の

　

助
成
を
拡
大

　

子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
、
医

療
費
は
経
済
的
に
か
な
り
の
負

担
で
す
。

　

現
在
は
、
小
学
校
就
学
前
ま

で
の
乳
幼
児
は
通
院
、
入
院
と

も
に
無
料
、
小
学
生
の
入
院
は

市
が
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
負

担
額
は
医
療
機
関
ご
と
に
１
日

５
０
０
円
、
月
７
日
を
限
度
に

月
額
３
５
０
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
入
院
費
用
の
助
成

を
本
年
８
月
１
日
か
ら
中
学
生

ま
で
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
改
正
が
家
庭
の
医
療
費

の
軽
減
に
も
な
り
、
子
育
て
支

援
に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
全

員
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

☆
国
民
健
康
保
険
税
の

　

軽
減
対
象
者
を
拡
大
へ

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、
軽
減
措
置
に
つ
い
て
、

対
象
世
帯
の
所
得
判
定
基
準
を

改
正
し
、
軽
減
対
象
者
が
拡
大

さ
れ
ま
す
。
５
割
軽
減
で
は
、

被
保
険
者
数
に
世
帯
主
を
含
め

る
よ
う
に
な
り
、
２
割
軽
減
で

は
、
被
保
険
者
数
に
乗
じ
る
金

額
が
35
万
円
か
ら
45
万
円
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
課
税
限
度
額
を
引
き
上

げ
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課

額
に
係
る
限
度
額
は
14
万
円
か
ら

16
万
円
に
、
介
護
納
付
金
賦
課
額

に
係
る
限
度
額
は
12
万
円
か
ら

14
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
全
員
異
議
な
く

原
案
の
と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

元気に遊ぶ子どもたち

老朽化した危険な空き家

　

６
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
７
件
と
請
願
１
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

☆
「
工
業
用
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
」
及
び
「
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
」
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
の
補
正
予
算
は
、
共

に
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
を

行
う
た
め
の
増
額
補
正
で
す
。

工
業
用
水
道
事
業
は
、
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
へ
の
送
水
管
の
更
新
の

た
め
の
基
本
設
計
、
水
道
事
業

は
、
持
丸
浄
水
場
の
ろ
過
池
制

御
盤
や
電
気
ケ
ー
ブ
ル
の
建
設

改
良
を
行
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
必
要
な
経
費
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
全
員
異
議
な
く

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

☆
老
朽
化
し
た
空
き
家
に
対
す

る
「
緊
急
安
全
代
行
措
置
」
が

可
能
に
な
り
ま
す

　
「
朝
倉
市
老
朽
危
険
空
き
家

の
適
正
な
管
理
に
関
す
る
条

例
」
の
中
に
、「
緊
急
安
全
代

行
措
置
」
を
加
え
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
老
朽
化
し
た
建
物
自
体

を
解
体
、
除
去
す
る
も
の
で
は

な
く
、
屋
根
や
外
壁
に
落
下
防

止
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
を
設
置
す

る
な
ど
、
緊
急
に
危
険
を
回
避

す
る
た
め
の
措
置
を
行
う
も
の

で
す
。
所
有
者
等
の
同
意
を
得

た
上
で
措
置
を
行
い
、
そ
の
費

用
は
所
有
者
等
か
ら
徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
空

き
家
の
持
ち
主
が
失
踪
し
て
い

た
り
、
財
産
放
棄
等
に
よ
り
同

意
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
り
す
る
場
合
に
も
、
緊
急
に

危
険
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
は
安
全
代
行
措
置
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
全
員
異
議
な
く

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

環
境
民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

新市建設計画の見直しで
朝倉市本庁舎の整備を
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